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北海 道 え りも町油駒遺跡 出土の砂 沢式 土器

松 本 建 速1)

1.は じめに

3000-2500年 ほど前、日本列島のうち、本州島以

南の人々は水稲耕作や雑穀などの栽培を始め、考古

学的にはその時代を弥生時代と呼ぶ。そして、この

時代か ら、北海道島と本州島に暮 した人々が異なる

生活様式を持つようになったと考えられている。両

地域の文化を分ける指標は、水稲耕作や栽培農耕を

おこなったか否かである。それらをおこなわず、縄

文時代 と同様の採集 ・狩猟により、食料を得ていた

社会が続いたと考えられている北海道島の人々の暮

らし・文化を、考古学では続縄文文化 と呼ぶ。この

時代は、本州島の弥生時代一古墳時代にあたり、7

世紀頃まで続 くことになる。

しかし、縄文時代以来、北海道島の人々と本州島

の人々とは、互いに交流を続けており、片方で水稲

耕作を始めたからといって突然その関係が切れたな

どということはなかった。とくに、北海道島の太平

洋沿岸地域には、本州東北北部の人々との交流の痕

跡が散見される。本稿では、北海道 日高支庁の最南

端にあるえりも町油駒遺跡出土の砂沢式土器を文橡

として、本州島と北海道島の人々の交流がいかなる

内容であったのかを考える。

なお、この小論は、2008年8,月20・21日 の両 日、

東海大学文学部による北海道研究の一環 として実施

された調査の結果の一部である。それは、北海道に

おける本州島産土器の全貌を明らかにし、本州島と

北海道島の両地域の人々の交流を考察するためにお

こなわれた。2008年度は日高支庁全町の教育委員会

が所蔵する資料を悉皆調査 した。参加メンバーは、

松本建速(研 究代表 ・東海大学准教授)・宮原俊一一(東

海大学助教)・横山諒人(東 海大学文学部考古学専攻

4年)・ 岩崎恒平(東 海大学文学部考古学専攻3年)

である。
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嚢 抽駒

2え りも岬

3歌 露A

4棄 歌遡

5歌 圃A

6コ ロップ分妓点

7し ゃ くなげ公園

8え りも町痘街

9ナ ンブケ沢1

0ナ ンブケ

蓋 ナンブケ岬

2ア ベヤ キA

3ウ ェンコタン1

4

5欝 劉

6ア アツ

7ル ーラン

ウェンコタ ンチャシ

時 代
縄文・続縄文 ・擦文

続縄文 ・擦文

縄文 ・続縄文

続縄文 ・擦文

続縄文 ・擦文

縄文・続縄文

続縄文

続纒文

縄文・続縄文

続縄文 ・擦文

続縄文 ・擦文

続縄文

続縄文

続縄文 ・アイヌ

縄文 ・続縄文

縄文 ・続縄文

縄文 ・続縄文

(赤石 ・中岡200◎ 國2。 衰1か ら作成) 瀬20 璽Okm

第 灘図 油駒選跡と周辺の続縄文時代遺跡の位置

1)東 海 大学文 学部歴 史学科 考古学専 攻takehay勘@keyaki.cc.u・tokai.acjp
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2.油 駒遺跡出土の砂沢式土器

油駒遺跡は、襟裳岬南端から北に約3.6㎞ 、岬の

西海岸から内陸に600mほ ど入った段丘面上に位置

する(第1図1)。 地籍はえりも町字本町206番 地で

ある。遺跡上を走る町道油駒折別線に沿っておこな

われた凍雪害防止工事に伴い、1998一一99年に発掘調

査が実施 され、2000年 には報告書が刊行されている

(赤石1真三 ・中岡利泰2000)。 約11万 点の土器が出

土 し、その中心は縄文時代晩期最終末葉一続縄文時

代前期初頭頃のものであった。縄文早期 ・中期末葉

のものが少量含まれる。

今回の悉皆調査では、報告書見掲載資料 も含め、

出土遺物の うち文様のわかるものはすべて実見 した

が、大洞A'式そのものと見られる土器は出土してい

なかった。それに対 し、砂沢式土器は報告書に12

点掲載されているが、今回実見 して、それ らは本州

島東北北部地域産の可能性が高いと思われたので、

それ らを紹介する。ここに示 した第2図 は、報告書

「図34」 を転載 したものであるが、1の 突起先端部

に破損部を示す線を加え、1一一10・12の断面図の傾

きを若干修正 した。

第2図1-12は 砂沢式土器である。1・2は 高圷、

11は/」型 鉢、12は 壺と推測される。2-10は 浅鉢

と考えてほぼ間違いないであろう。第2図1は 第3

図に示 した砂沢遺跡の例では、突起の大きさから考

えて、1に 類似する高圷であろう。突起の先端の破

損状況から、本来は二股に別れていたことがわかる。

第2図2の 突起には3条 の沈線が刻まれるが、この

ような大型の突起は、高圷(第3図1)か 浅鉢(第

3図3)に 付くものである。ただし、その突起の下

に位置する口縁部に付く瘤が付けられた位置が膨 ら

んでいるのは高圷である。 したがって、第2図2は

高圷である。第2図3-5は 第3図2の ように、胴

部下半に縄 文が施 される浅鉢であろう。第2図6・

7は 胎土や色調から同一個体と思われるが、第3図

3の ような縄文が施されないタイプの浅鉢になろう。

第2図10は 口唇部が平坦になる高圷かもしれない。

第2図11は 口縁部上端に縄文帯が巡る。/1型の鉢の

可能性がある。第2図12は 壺であろう。第2図8・

9は 胴部の一部しか残っておらず、全貌がわからな

いが、浅鉢の胴部 と思われる。

3.砂 沢式土器に共伴する土器

第4図 は、東北北部では砂沢式土器併行期に見 ら

れる入組文系の土器である。 口唇部に刻みがある点

は下北地方的特徴である。1-4は 形態や大きさか

ら、釧路市幣舞遺跡出土例(石 川1996)の ような深

鉢の可能性がある。第4図6は 台付鉢であろう。口

唇部に刻みが入れ られ、地紋の縄文の上から沈線で

文様が描かれている。類例が、下北半島の青森県川

内町戸沢川代遺跡に見られる(葛 西 ・高橋1991)。

これ らの文様は連結入組文(註)と 呼ばれ、渡島

半島から青森県北部に分布の中心がある縄文晩期中

葉以降の入組文に連なる系譜上にあると評価 されて

いる(福 田2007)。 油駒遺跡 もその例に入るが、北

海道の続縄文時代初頭には日高地方や釧路市のよう

な太平洋沿岸部にも多い。

第5図 は油駒遺跡から出土した土器のうち、日高

地方に一般的な土器である。すべて深鉢である。文

様については、大きくは5様 に分けられる。1-4

のように、入組文的な文様を持つもの、5-9の よ

うに、沈線を2一 数条巡らせるもの、10-13の よう

に、縄線文を2一 数条巡 らせるもの、14・15の よう

に、地紋縄文だけが施 されるもの、16・17のように、

地紋縄文の他に、口縁部に内面から突瘤文を施すも

のである。

4.砂 沢式土器の産地

第2図 に示 した砂沢式の土器は、すべて本州東北

北部産の可能性が高い。そ う考える根拠は2つ であ

る。第1は 、油駒遺跡からの出土数が非常に少ない

ことである。第2は 、同時代の日高地方産と考えら
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れる土器 とこれ らの土器 とでは、胎土の外観に違い

があることである。

今回の調査では、報告書未掲載分 も、文様 や器形

がわかるような破片については、すべて 目を通 した。

それでも、砂沢式と考えられる土器片は、第2図 に

示されたものの他にはなかった。数万点の破片の う

ち、12点 しかなかったのである。同型式の土器が遺

跡周辺で作られていたのであれば、もっと多 くの破

片が出土していたはずである。

器種に着 目すると、高圷の可能性がある破片は2

-3点(第2図1・2・10)で あったが
、在地の土

器には1点 もない。また、この時期の北海道では、

高圷は在地的な土器の器種としては一般的ではなく、

日高地方も例外ではない。第3図2・3の ような浅

鉢 も同様に、北海道全域でも日高でも、基本的な器

ではない。例えば、本州においてそれらの土器を製

作していた人間が油駒遺跡に移住 してきて、そこで

製作 したというのであれば、類例がさらに多く出土

していてもおか しくないであろう。また、それらの

器が油駒遺跡で必要不可欠な器 として生産 されたの

であれば、まったく同 じではないにせ よ、その類似

品が他に出土 してもよさそうなものである。だが、

実際は、高圷も浅鉢も、器種としては普遍化 しなか

った。 したがって、砂沢式の高圷 ・浅鉢は、遺跡で

製作されたものではなく、その製作の本場である本

州東北北部から搬 入されたと考えるべきであろう。

5.油 駒遺跡から砂沢式土器が出土 した理由

前節で考察 したように、本遺跡か ら出土 した砂沢

式土器は、すべて高圷か浅鉢の精製土器であり、本

州か ら搬 入されたものである可能性が高い。また、

それ らの器種も、在地では普遍的ではないものであ

った。それに対し、第5図 で示 したような深鉢は、

どの個体も、北海道内で製作されたものと考えられ

る。縄線文 ・突瘤文といった文様は、油駒遺跡や 日

高地方では数多く出土しているが、本州島東北北部

では一般的ではない。また、口縁部に平行沈線が数

条巡る深鉢は東北北部にもあるものだが、これ らは

砂沢式の精製土器 と異なり多数出土しているので、

在地産と考えた。

それでは、日高地方のみならず北海道全域におい

ても一般的な器種ではない高圷 ・浅鉢が、しかも本

州産の砂沢式土器そのものものが出土した理由は何

であろ うか。例えば婚姻 によって移住 してきた若い

女性が持参 したといったこともあったのではなかろ

うか。それに対 し、第5図 に示 したような、油駒遺

跡から出土 した、平行沈線を巡 らす深鉢や入組文的

な文様を持つ深鉢などには、婚姻によって移住 して

きた女性が製作 したものも含まれるであろう。

一般に縄文時代は
、幼児までの成長期間に亡くな

る者が多く、寿命は30歳 くらいであったと考えられ

てお り、子供を独 り立ちできるほどに養育するとい

うことは、大人たちの大切な務めであった。 したが

って、子供の面倒を見る者が必要であり、それに相

応 しいのは母親であったろう。そのような人は子供

の面倒を見ながらできる作業をおこなった。家の周

辺での食糧その他の採集、薪拾い、調理、深鉢 とい

った日常使用の土器作 りなどである。若い女性が婚

姻関係によって移動すると、移動した先で土器作 り

を学ぶであろうし、自らが幼い頃から観察していた

技術 ・文様などを接ぎ木する場合もあったであろう。

必然的に、そのような要素はその人々が作った土器

に現れることになる。それが深鉢である。そして、

日高地方や油駒遺跡出土の深鉢には、東北北部で利

用されていたものとの折衷的な要素を持つものがあ

る。第4図 に示 した連結入組文を持つ深鉢や、第5

図1一一4の 入組文的な文様を持つ深鉢、同図5-9

の平行沈線を持つ深鉢である。

一方
、砂沢式の高圷 ・浅鉢の要素は深鉢には現れ

ない。深鉢の製作者は高圷 ・浅鉢 といった、時間を

かけ、入念に製作される精製土器を作 らないからで

ある。 しか し、それ らの土器 自体は持ち込まれた
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※土器拓影の左下に付した数字は報告書中の図番号である。

第5図 油駒遺跡出土の砂沢式土器併行期の在地的土器
赤石・中岡(2000)よ り転載

である。その要因として、婚姻による女性の移動を

第一の候補にあげておきたい。連結刀組文を持つ深

鉢が出土している釧路市幣舞遺跡からも砂沢式土器

が出土 している(石 川1996)。 この点は、油駒遺跡

との共通点であるが、それは、そのような深鉢を製

作した女性が、出身地の精製土器を持参したことか

らおこった共通項であると考えることができるので

ある。

婚姻 とは今も昔も、人間にとって最も重要な出来

事である。それは、個人のために必要のみならず、

社会の存続にとっても、必要不可欠である。フラン

スの文化人類学者クロー ド・レヴィ=ス トロース

(1949)は 、多くの民族誌や古代の文献をもとに、

人類社会は、父 ・母 ・子 ・母方オジの4項 を最小要

素 として構造化 されており、互酬制の原理にもとつ

く外婚による 「女性の交換」によって維持 されてき

たことを読み取 り、それは人類普遍の構造に根ざし

ていると考えた。そ して、双分組織の半族 どうしで
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の交換を 「限定交換」、双分組織を持たない社会にお

ける限定的ではない交換を 「全面交換(あ るいは一

般交換)」 と呼んだ。

婚姻関係が結ばれた共同体 どうしでは、女性の手

になる深鉢に新たな手法が持ち込まれることもあろ

うし、ある共通性が見 られることにもなろう。前者

を示すこととして、本州では連結入組文が深鉢に付

けられることはないが、北海道では、そのようなこ

とがおこなわれる場 合がある点をあげることができ

よう。また、後者の例としては、連結入組文を持つ

点や平行沈線を巡 らす点を指摘できる。

5.ま とめと今後の課題

えりも町油駒遺跡から出土した砂沢式土器は、そ

の形態 ・製作技法 ・出土量の少なさなどか ら、東北

北部産の可能性が極めて高いと考えられた。それ ら

は、東北北部から婚姻によって移動してきた若い女

性によって持参 されたと考えた。その出身地が津軽

地域なのか、下北地域なのか、八戸地域なのかを特

定するのは今後の課題である。

また、入組文系の土器や、平行沈線を持つ深鉢は、

移住者によって製作されたと推測できた。その出身

地の一つに、下北半島あた りを入れることができよ

う。そして、人々の移住の要因として、婚姻による

女性の移動を考えてみた。

今後、油駒遺跡出土の砂沢式土器の胎土分析を実

施 して、それ らの土器が東北北部のどの地域からの

搬入品であるのかを明らかにしたかい。また、釧路

市幣舞遺跡から出土している連結入組文が施 された

土器や砂沢式土器 も観察し、本稿で述べた、婚姻に

よる女性の移動による土器の変化および土器の移動

について、より具体的に論 じたい。

感謝申し上げます。

註 これは福田(2007)で は連結入組文 と呼ばれるが、

品川(2005)で は連繋入組文とされる。また、波状

文(須 藤1970)と い う呼び方もあるが、福田が考 え

るように、文様 自体の系譜 を考えるな らば入組文の

範疇で捉 えられるので、ここでは連結入組文と呼ぶ。
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